
京都霊園からの
お知らせ

　春のお彼岸を間近に控え、お墓参りに来られる方が多くなってま

いりました。霊苑にお越しになられた際に、「販売墓地」や「販売予

定地」の立札を見かけられたことはございませんか？ これらの立札

があるところは、墓地として販売させていただく区画です。

【返還墓地とは？】
墓地として使用されなくなったお施主様が、当苑にお返しになられた区画
です。未使用及び使用済区画がございます。整備した上で、ご提供しており
ます。尚、返還墓地には「販売墓地」の表記をしております。

【販売予定地とは？】
分譲墓地内及び周辺におきまして、新たな墓地として販売させていただ
きます。

◎お問い合わせは管理事務所まで
　ご親族やご親戚のために、もう１区画ご希望されるというお施主様は、
　管理事務所までご相談くださいますようご案内申し上げます。

返還墓地及び
販売予定地のご案内

京
都
霊
園
だ
よ
り

や
ま
び
こ

【
二
〇
一
五
年
春
号
】

▲返還墓地販売区画 ▲新規販売区画野生動物が出没していますので、
お供物はお持ち帰りくださいますよう

お願いします
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や
ま
び
こ
百
科

京
都
に
は
千
年
以
上
も
の
あ
い
だ
都
が
置
か
れ
、

日
本
文
化
の
中
心
で
も
あ
り
ま
し
た
。

権
力
者
や
芸
術
家
、学
者
な
ど
、

時
代
を
象
徴
す
る
豊
か
な
個
性
が
集
い
、

歴
史
の
ペ
ー
ジ
に
さ
ま
ざ
ま
な
物
語
が
綴
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

今
回
の『
お
も
し
ろ
京
都
学
』は
、

平
成
27
年（
二
〇
一
五
年
）に
共
に
記
念
年
を
迎
え
る

2
人
の
人
物
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、彼
ら
と
京
都
と
の

浅
か
ら
ぬ
縁
を
た
ず
ね
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し
ょ
う
。

お
も
し
ろ

京
都
学
そ
の
二
十
一

京都霊園だより
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お
も
し
ろ
京
都
学

　
慶
長
７
年（
一六
〇
二
年
）、家
康
は
京
都
の
中

心
部
に
二
条
城
を
築
き
ま
す
。造
営
の
目
的
は
、

御
所
の
守
護
と
将
軍
の
京
都
で
の
宿
泊
所
の
確
保
。

し
か
し
実
際
は
、御
所
の
そ
ば
で
朝
廷
の
動
き
を

牽
制
す
る
と
と
も
に
、大
坂
に
い
る
豊
臣
一
族
に

目
を
光
ら
せ
る
た
め
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。最

初
は
現
在
の
二
の
丸
御
殿
を
中
心
と
し
た
小
規

模
な
城
で
し
た
が
、征
夷
大
将
軍
に
任
ぜ
ら
れ
た

家
康
は
竣
工
早
々
の
二
条
城
で
祝
い
の
儀
式
を

行
っ
た
そ
う
で
す
。慶
長
16
年（
一
六
一
一
年
）に
は
、

秀
吉
の
遺
児
、豊
臣
秀
頼
と
城
内
で
会
見
。関
ヶ

原
の
戦
い
の
際
は
幼
児
だ
っ
た
秀
頼
が
立
派
な
青

年
に
成
長
し
て
い
る
の
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、家

康
は
豊
臣
家
へ
の
警
戒
を
いっ
そ
う
強
め
、3
年
後
、

二
条
城
か
ら
大
坂
城
に
向
け
て
出
陣
し
ま
す
。

朝
廷
に
幕
府
の
力
を
顕
示

　
京
阪「
伏
見
桃
山
」駅
か
ら
大
手
筋
を
南
下
す

る
と
、両
替
町
通
と
の
交
差
点
西
北
角
に「
此
付

近
伏
見
銀
座
跡
」と
記
さ
れ
た
石
碑
が
建
っ
て
い

ま
す
。慶
長
６
年
（
一
六
〇
一
年
）、徳
川
家
康

は
日
本
最
大
の
城
下
町
で
あ
っ
た
こ
の
地
に
伏
見

銀
座
を
開
き
ま
し
た
。銀
座
と
は
銀
貨
の
製
造
発

行
所
の
こ
と
で
す
。商
取
引
や
物
流
を
盛
ん
に
す

る
た
め
に
は
銀
貨
の
統
一
が
不
可
欠
と
考
え
た
家

康
は
、銀
鋳
造
の
技
術
者
を
堺
か
ら
招
い
て
鋳
造

に
当
た
ら
せ
る
こ
と
で
、銀
貨
の
品
質
統
一
を
初

め
て
実
現
。彼
の
狙
い
通
り
、周
辺
に
は
有
力
商
人

な
ど
の
屋
敷
が
建
ち
並
ん
だ
そ
う
で
す
。慶
長
13

年
（
一
六
〇
八
年
）に
は
銀
座
は
京
都
の
中
心
部

へ
移
さ
れ
ま
す
が
、今
も
石
碑
の
周
辺
に
は
銀
座
、

両
替
町
と
いっ
た
地
名
が
残
って
い
ま
す
。

〝
銀
座
〞は
京
都
が
起
源

　
二
条
城
を
築
い
た
徳
川
家
康
は
、朝
廷
や
公
家
、

京
都
の
町
方
、西
国
の
大
名
の
動
き
に
目
を
光
ら

せ
る
べ
く
所
司
代
を
設
置
し
ま
し
た
。さ
ら
に
、二

条
城
に
万
一
の
こ
と
が
あ
っ
た
場
合
に
備
え
て
、黒

谷
の
金
戒
光
明
寺
と
知
恩
院
を
城
構
え
に
し
た

と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。黒
谷
は
小
高
い
丘
に
な
っ

て
い
る
の
で
見
晴
ら
し
が
よ
く
、高
い
建
物
が
な

か
っ
た
当
時
は
大
坂
城
ま
で
見
え
た
そ
う
で
す
。

ま
た
、大
小
52
の
宿
坊
が
あ
り
、25
の
宿
坊
を
軍
の

寄
宿
の
た
め
明
け
渡
し
た
と
い
う
文
書
が
残
さ
れ

て
い
ま
す
。
一
方
、知
恩
院
は
浄
土
宗
に
帰
依
し

た
家
康
の
厚
い
保
護
を
受
け
た
寺
院
で
す
。壮
大

な
伽
藍
に
は
不
審
者
対
策
の
鶯
張
り
の
廊
下
や

急
勾
配
の
石
段「
男
坂
」な
ど
、城
と
し
て
の
機
能

を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

有
事
に
備
え
て
城
構
え
に

こ
ん
か
い

　
慶
長
17
年
（
一
六
一
二
年
）、豊
臣
秀
吉
の
遺

志
を
継
い
だ
秀
頼
に
よ
って
、地
震
で
倒
壊
し
た
方

広
寺
の
大
仏
殿
が
再
建
さ
れ
、そ
の
2
年
後
に
は

鐘
楼
に「
国
家
安
康
」「
君
臣
豊
楽 

子
孫
殷
昌
と

い
う
銘
文
が
彫
ら
れ
た
巨
大
な
梵
鐘
が
備
え
ら
れ

ま
し
た
。と
こ
ろ
が
、「
国
家
安
康
」は「
家
康
」の

名
を
分
断
し
た
も
の
で
あ
り
、「
君
臣
豊
楽 

子
孫

殷
昌
」は
豊
臣
を
君
子
と
し
て
子
孫
の
繁
栄
を
楽

し
む
と
読
め
る
。こ
れ
は
徳
川
を
冒
と
く
す
る
も

の
で
あ
る
と
、家
康
か
ら
言
い
が
か
り
を
つ
け
ら
れ

て
し
ま
っ
た
の
で
す
。こ
れ
を
機
に
家
康
は
豊
臣
氏

討
伐
の
姿
勢
を
強
め
て
い
き
ま
す
。方
広
寺
の
境

内
に
は
現
在
も
創
建
当
時
の
梵
鐘
が
残
り
、東
大

寺
、知
恩
院
の
鐘
と
と
も
に
日
本
三
大
名
鐘
の
ひ

と
つ
に
数
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

梵
鐘
の
銘
が
思
わ
ぬ
事
件
に

あ
ん
こ
う

い
ん
し
ょ
う

家
康
と
京
都

平
成
27
年（
二
〇
一
五
年
）は

徳
川
家
康
没
後
四
〇
〇
年
に

あ
た
り
ま
す
。



　『
夢
の
浮
橋
』は
京
都
が
舞
台
で
、主
人
公
は
下

鴨
の「
五
位
庵
」と
い
う
邸
宅
に
住
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
五
位
庵
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
の
が
、谷
崎
が
昭

和
24
年
（
一
九
四
九
年
）か
ら
約
７
年
間
住
ん
だ

下
鴨
の「
潺
湲
亭
」で
す
。下
鴨
神
社
の
糺
の
森
に

面
し
た
約
２
千
㎡
の
敷
地
に
は
、書
院
造
り
の
主

室
や
茶
室
な
ど
を
備
え
た
平
屋
の
母
屋
が
建
ち
、

回
遊
式
の
日
本
庭
園
に
は
滝
や
細
長
い
池
が
あ
り

ま
す
。作
品
の
中
で
は
母
屋
の
縁
側
か
ら
見
た
庭

の
風
景
が
風
情
豊
か
に
描
か
れ
、谷
崎
が
こ
の
邸

宅
を
こ
よ
な
く
愛
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

邸
宅
は
昭
和
31
年（
一
九
五
六
年
）に
日
新
電
機

（
株
）が
譲
り
受
け
、「
現
状
の
ま
ま
使
っ
て
も
ら
い

た
い
」と
い
う
谷
崎
の
要
望
に
応
え
、現
在
は「
石

村
亭
」の
名
で
大
切
に
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。

糺
の
森
を
望
む
名
建
築

せ
ん
か
ん
て
い

　
比
叡
山
の
ふ
も
と
に
門
を
構
え
る
曼
殊
院
は
、

谷
崎
が
愛
し
た
寺
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。茶

室
の「
八
窓
軒
」は
京
都
三
名
席
※
の
ひ
と
つ
に
数

え
ら
れ
、そ
の
名
の
通
り
障
子
の
つい
た
８
つ
の
窓
が

設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。そ
れ
ら
を
開
閉
す
る
こ
と

に
よ
り
室
内
の
光
の
量
を
繊
細
に
調
節
で
き
、谷

崎
が『
陰
影
礼
讃
』で
記
し
た
光
と
影
の
織
り
成

す
美
し
さ
を
具
現
化
し
た
よ
う
な
空
間
と
な
っ
て

い
ま
す
。ま
た
、庭
園
に
は
谷
崎
が
寄
贈
し
た
梵

鐘
が
吊
る
さ
れ
、「
あ
さ
ゆ
ふ
の 

か
ね
能
ひ
び
き
に 

吹
そ
へ
よ 

我
た
つ
杣
乃
や
ま
お
ろ
し
能
か
せ
」と
い

う
自
作
の
和
歌
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。杣
乃
と
は

山
林
の
こ
と
で
、鐘
の
音
が
風
に
乗
って
広
が
って
い

く
情
景
が
思
い
浮
か
び
ま
す
。
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お
も
し
ろ
京
都
学

光
と
影
の
織
り
な
す
美

　
谷
崎
潤
一
郎
は
、大
正
12
年
（
一
九
二
三
年
）

の
関
東
大
震
災
を
契
機
に
京
都
へ
移
り
住
み
、昭

和
31
年
（
一
九
五
六
年
）に
熱
海
へ
転
居
す
る
ま
で
、

関
西
を
拠
点
に
創
作
活
動
を
行
い
ま
し
た
。中
央

公
論
で
名
作『
細
雪
』の
連
載
が
開
始
さ
れ
た
の
は

昭
和
18
年
（
一
九
四
三
年
）の
こ
と
で
す
。物
語
に

は
、戦
前
の
大
阪
の
裕
福
な
一
家
が
、京
都
の
桜
を

楽
し
む
様
子
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。南
禅
寺
、祇
園
、

円
山
公
園
の
夜
桜
を
眺
め
た
一
家
は
京
都
に
一

泊
し
、翌
日
は
嵯
峨
野
、嵐
山
、さ
ら
に
紅
し
だ
れ

桜
を
見
る
た
め
平
安
神
宮
を
訪
れ
ま
す
。「
夕
空

に
広
が
っ
て
い
る
紅
の
雲
」と
い
う
詩
情
豊
か
な
表

現
で
谷
崎
が
美
し
さ
を
讃
え
た
名
木
は
、八
重
咲

き
で
紅
色
。空
を
覆
い
尽
く
す
よ
う
に
咲
き
誇
り
、

例
年
４
月
中
旬
に
見
ご
ろ
を
迎
え
ま
す
。

空
を
覆
う
紅
色
の
雲

は
っ
そ
う
け
ん

の

ふ
き

わ
が

そ
ま
の

の

　
京
都
府
八
幡
市
の
男
山
に
は
山
の
北
側
に
展
望

台
が
あ
り
、そ
の
一
角
に
谷
崎
潤
一
郎
文
学
碑
が

建
って
い
ま
す
。昭
和
61
年
（
一
九
八
六
年
）に
谷

崎
の
生
誕
一
〇
〇
年
を
記
念
し
て
設
置
さ
れ
た
も

の
で
、『
蘆
刈
』の
一
文
が
作
家
の
自
筆
で
刻
ま
れ

て
い
ま
す
。作
品
の
舞
台
は
展
望
台
か
ら
望
め
る
山

崎
か
ら
水
無
瀬
へ
か
け
て
の
淀
川
の
中
州
で
、主
人

公
の
男
が
蘆
の
茂
る
中
州
に
座
り
、酒
を
手
に
男

山
と
月
を
眺
め
て
い
る
と
、蘆
の
間
か
ら
見
知
ら
ぬ

男
が
現
れ
身
の
上
を
語
り
始
め
る
と
い
う
幻
想
的

な
物
語
で
す
。谷
崎
は「
男
山
は
あ
た
か
も
そ
の
絵

に
あ
る
や
う
に
ま
ん
ま
る
な
月
を
背
中
に
し
て（
中

略
）夕
ば
え
の
色
が
残
って
い
る
中
空
に
暗
く
濃
く

黒
ず
み
わ
た
っ
て
い
た
」と
男
山
と
月
を
描
写
し
、

夢
幻
の
世
界
を
作
り
出
し
て
い
ま
す
。

生
誕
一〇
〇
年
を
記
念
し
て
建
立

あ
し
か
り

谷
崎
の
京
都

平
成
27
年（
二
〇
一
五
年
）は

谷
崎
潤
一
郎
没
後
50
年
に
あ
た
り
ま
す
。

※京都三名席 ： 八窓席（はっそうせき）・金地院、忘筌席（ぼうせんせき）・
　　　　　　　大徳寺・孤篷庵（こほうあん）、八窓軒・曼殊院
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吉
田
松
陰
は
多
数
の
優
秀
な
門
下
生
を

輩
出
し
た「
松
下
村
塾
」の
指
導
者
で
あ

り
な
が
ら
、29
歳
で
生
涯
を
閉
じ
た
不
世

出
の
教
育
者
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

松
蔭
は
文
政
13
年
（
一
八
三
〇
）年
、長

州
藩
の
下
級
武
士
杉
家
の
次
男
と
し
て

萩
の
松
本
村
に
生
ま
れ
ま
し
た
。４
人
の

妹
が
お
り
、末
妹
は
今
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河

ド
ラ
マ『
花
燃
ゆ
』の
ヒ
ロ
イ
ン
で
も
あ
る

杉
文
で
す
。松
蔭
が
松
下
村
塾
の
指
導
に

当
た
っ
た
の
は
わ
ず
か
2
年
間
で
す
が
、

高
杉
晋
作
、伊
藤
博
文
、山
県
有
朋
な
ど

明
治
維
新
の
原
動
力
と
な
る
人
物
を
輩

出
し
、塾
生
に
向
け
て
多
く
の
言
葉
を
残

し
て
い
ま
す
。「
大
器
を
作
る
に
は
い
そ
ぐ

べ
か
ら
ざ
る
こ
と
」は
松
蔭
の
生
涯
変
わ

ら
ぬ
持
説
で
、「
速
成
で
は
大
き
な
人
物

は
で
き
な
い
。大
器
は
晩
く
成
る
」と
し
て

い
ま
す
。ま
た
、「
人
に
は
得
手
と
不
得
手

が
あ
る
」、ど
ん
な
人
物
に
も
長
所
が
あ

り「
そ
れ
を
親
切
に
見
て
や
ら
ね
ば
な
ら

な
い
」と
も
述
べ
て
い
ま
す
。忙
し
い
現
代

社
会
の
な
か
、画
一
的
な
答
え
だ
け
を
求

め
て
か
け
が
え
な
い
長
所
を
損
な
わ
な
い

よ
う
、各
々
の
個
性
と
じ
っ
く
り
と
向
き

合
う
姿
勢
を
大
切
に
し
た
い
も
の
で
す
。

一寸
いい一言

大器をつくるには、
いそぐべからずこと。（吉田松陰）

■伏見銀座跡石碑
京都市伏見区両替町

交通／京阪「伏見桃山」下車すぐ

■元離宮二条城
京都市中京区二条城町

☎075-841-0096

交通／地下鉄「二条城」、市バス「二条城前」下車すぐ

■くろ谷 金戒光明寺
京都市左京区黒谷町

☎075-771-2204

交通／市バス「岡崎道」下車徒歩約10分、「東天王町」下車徒歩約15分

■知恩院
京都市東山区林下町

☎075-531-2111

交通／市バス「知恩院前」下車徒歩約5分、地下鉄「東山」下車徒歩約8分

■方広寺
京都市東山区正面通大和大路東入茶屋町

☎075-561-1720

交通／京阪「七条」下車徒歩約8分

■平安神宮
京都市左京区岡崎西天王町

☎075-761-0221

交通／市バス「岡崎公園・美術館・平安神宮前」下車すぐ、
　　　地下鉄「東山」下車徒歩約10分

■男山展望台
京都府八幡市八幡高坊30

交通／京阪「八幡市」駅から男山ケーブルで終点下車、徒歩約3分

■曼殊院門跡
京都市左京区一乗寺竹ノ内町42

☎075-781-5010

市バス「一乗寺清水町」または叡山電鉄「修学院」下車徒歩約20分

お
そ



沓掛西口バス3番のりば運行予定時刻表

系統番号

6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19

25A
桂駅東口

B 01  B 06  A 26  A 41

01  A 11

28A
京都駅前（桂駅東口経由）

57
57
57

57
57
17  50
20

00  59

11A
JR桂川駅前

45
35
40
35
22
35
40
22
22　41

01
46

12A
JR桂川駅前(洛西経由）

A11  B46
31
51
B 31

平　　日（月曜日～金曜日）

系統番号

6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19

25A
桂駅東口

28A
京都駅前（桂駅東口経由）

27

58

11A
JR桂川駅前

08
06
06
06
06
06
06
06

学休日運休 　　A  京都成章高校通常授業日のみ（水曜除く）運転 　B  京都成章高校水曜のみ授業日運転

平成26年3月15日改正 平成26年3月15日改正

土曜のみ運転

沓掛西口バス1番・2番のりば運行予定時刻表

系統番号

6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19

1(1番のりば)
桂駅東口（三ノ宮経由）
58

2・28・28B(1番のりば)
京都駅前（桂駅東口経由）
03  29  46
13  33  50
10  37  57 
17  37
17  37
17  37
17  37
17  37
17  37
17  37
37
10  30  50
10  32  50
10  40

　21A（2番のりば）
　京都駅前（五条通経由）

　 19
　 24
　 24
　 24
　 19

　 19  54
　 16
　 36
　 29

1・1A・2(2番のりば)
亀岡駅前 保津川下り乗船場

09  42  57
22
ホ10  ホ30  ホ50
ホ10  ホ30  ホ50
ホ10  ホ50
ホ10  ホ50
ホ10  ホ50
ホ10  ホ50
10  50
10  B44  50
10  30  A31  50
10  32  52
12  32  52

平　　日（月曜日～金曜日）

ホ  亀岡駅前経由保津川下り乗船場行 　A  京都成章高校通常授業日のみ（水曜除く）運転 　B  京都成章高校水曜のみ授業日運転

ホ  亀岡駅前経由保津川下り乗船場行

系統番号

6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19

1(1番のりば)
桂駅東口（三ノ宮経由）

2・28(1番のりば)
京都駅前（桂駅東口経由）
21  44
21  51
27  57
27  57
27  57
27  57
27  57
57
27  57
27  57
27  49
19  49
19  58
28

　21A（2番のりば）
　京都駅前（五条通経由）

　 19
　 19
　 19
　 19
　 19
　 24
　 19
　 59

1・1A・2(2番のりば)
亀岡駅前 保津川下り乗船場

54
20
ホ00  ホ35
ホ00  ホ30
ホ00  ホ30
ホ00  ホ30
ホ00  ホ30
ホ00  ホ30
00  30
00  30
00  30
03  33
03  31

土　日　祝　日

910

沓掛西口バスのりば N

京都霊園
京都方面

亀岡方面

国
道
9
号
線

京
都
縦
貫
自
動
車
道

京都駅前・阪急桂駅東口・ＪＲ桂川駅前
の各バス乗り場から京都成章高校前行
きの路線バスが、沓掛西口バス3番の
りばに停車します。

1番のりば

2番のりば

3番
のりば

土　日　祝　日

京阪京都交通バスガイド京都霊園へは、「沓掛西口」で下車 保存版

12A
JR桂川駅前(洛西経由）



JR桂川駅バスのりば 運行予定時刻表

系統番号

6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19

平　　日（月曜日～金曜日）

学休日運休

11A
京都成章高校前

02  14  21  40
11
05　35
05
05　35
05
05
05　50

12A
京都成章高校前(洛西経由）

00

系統番号

6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19

土　日　祝　日
11A
京都成章高校前

21 
34
35
35
35
35
35
35
35

12A
京都成章高校前(洛西経由）

阪急洛西口駅バスのりば 運行予定時刻表

系統番号

6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19

平　　日（月曜日～金曜日）

JR
桂川駅

N
阪急洛西口駅バスのりば

JR桂川駅バスのりば
学休日運休

1112

系統番号

6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19

2
亀岡駅前  保津川下り乗船場

12  38
ホ18  ホ53
ホ18  ホ48
ホ18  ホ48
ホ18  ホ48
ホ18  ホ48
ホ18  ホ48
18  48
18  48
18  46
19  49
19  49
23  52

28A
京都成章高校前

01  21  48　58
 
08

21A・27
京都成章高校前

55
25
25
25
25
25

土　日　祝　日
系統番号

6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19

1・2
亀岡駅前  保津川下り乗船場

36
02  ホ42
ホ17  ホ42
ホ12  ホ42
ホ12  ホ42
ホ12  ホ42
ホ12  ホ42
ホ12  42
12  42
12  42
12  45
15  45
13  47

25A・28A
京都成章高校前

25  45
12  22
32

土　日　祝　日

土曜のみ運転

土曜のみ運転土曜のみ運転

土曜のみ運転

平成26年3月15日改正阪急桂駅東口バスのりば 運行予定時刻表

系統番号

6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19

1・2
亀岡駅前  保津川下り乗船場
53
24  39
04  ホ52
ホ12  ホ32  ホ52
ホ12  ホ32  ホ52
ホ32  ホ52
ホ32  ホ52
ホ32  ホ52
ホ32  52
32  52
32  52
12  32  52
14  34  54
14  34  54

25
桂坂中央

43
 

25A・28A
京都成章高校前

29  54
02  07  12 14 19  24 35 42

12
12
12

12

平　　日（月曜日～金曜日）

阪急 桂駅
▼東口

バス乗り場

セブンイレブン

※25Aのみ3番のりばから発車します。

N

2番のりば

JR京都駅

市バスのりば

京都
タワービル

市
バ
ス
の
り
ば

市バスのりば

JRバスのりば

塩小路通

烏
丸
通

歩
道

歩道
C2

▲中央口

Nのりば

平成26年3月15日改正

平成26年3月15日改正 平成26年3月15日改正

京都駅前バスのりば 運行予定時刻表

▲桂坂中央行き（27号系統）

阪急桂駅東口バスのりば 京都駅前バスのりば
25A・学休日運休

系統番号

6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19

2
亀岡駅前  保津川下り乗船場
31
16  41
ホ28  ホ48
ホ08  ホ28  ホ48
ホ08  ホ28
ホ08  ホ28
ホ08  ホ28
ホ08  ホ28
ホ08  28
08  28
08  28  46
06  26  46
06  28  48
10  30  50

28A
京都成章高校前

06  31  51
01  11  18

48
48
48

48

21A・27
京都成章高校前

▲00  ▲35  55
20  35
05
30
30
30

平　　日（月曜日～金曜日）

11A
京都成章高校前

04  16  23  42
13
07　37
07
07　37
07
07
07　52

12A
京都成章高校前

02

系統番号

6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19

土　日　祝　日
11A
京都成章高校前

23
36
37
37
37
37
37
37
37

12A
京都成章高校前

阪急
洛西口駅

N

1番のりば

3番のりば

3番のりば

ホ  亀岡駅前経由保津川下り乗船場行 ホ  亀岡駅前経由保津川下り乗船場行



（定義）
第１条　この規定は霊園の使用について定めたものです。
（使用の資格）
第２条　宗旨・宗派に関係なく使用できます。
（使用の制限）
第３条　墓地は埋骨および墓石類の建立にのみ使用できます。
　　　　但し、遺体を埋葬することはできません。
（墓地使用の申込）
第４条　墓地使用希望者は次の手続きをして戴きます。
　　　 ①墓地永代使用申込書に住民票叉は住所、氏名を明確に出来る書類を添え
　　　　 て提出して下さい。
　　　　②申込時に証拠金として５万円を前納して下さい。これは墓地永代使用料（第
　　　　 ５条）に充当致します。証拠金納付後１ヶ月以内に墓地永代使用料を完納
　　　　 して下さい。
　　　　③万一申込を取消しされた場合、証拠金は返還致しません。
（墓地永代使用許可証の交付）
第５条　①墓地永代使用許可証は別に定める墓地永代使用料および管理料３ヶ年分を
　　　　　納めて戴いた後交付致します。
　　　　②墓地永代使用許可証を紛失あるいは著しく汚損したときは再交付を申請し
　　　　 て下さい。
　　　　③墓地使用を取り消された場合、あるいは墓地を必要としなくなった場合は直
　　　　 ちに墓地永代使用許可証を返還して下さい。
　　　　④既納の永代使用料および管理料は一切返還致しません。
（住所変更等の届出）
第６条　住所・電話番号等に変更が生じたときは直ちに届け出て下さい。
（承継）
第７条　永代使用者の名義変更をする場合、相続人又は親族の一人のみに変更可能
　　　　ですので速やかに霊園に届け出て下さい。提出戴く書類は次の通りです。
　　　　①墓地永代使用継承許可申請書　　②戸籍謄本
　　　　③承継者の印鑑証明書　　　　　　④墓地永代使用許可証
　　　　⑤名義書替料
　　　　　（生前承継の場合は永代使用者の印鑑証明書を追加して下さい。）
　　　　⑥相続人及び親族がない場合は、霊園にご相談願います。
（使用許可の取り消し）
第８条　次の場合、墓地永代使用許可を取り消しさせて戴きます。但し、霊園の許可を
　　　　得た場合はこの限りではありません。
　　　　①第３条に違反したとき。
　　　　②墓地使用を許可した日から３年を経過しても墓石を建立しないとき。
　　　　③使用権者が死亡あるいは７年以上所在不明で、承継する者がないとき。
　　　　④５年以上管理料を納付しないとき。
　　　　⑤墓地を第三者に一括又は分割の譲渡又は転貸したとき。
　　　　⑥霊園の指示に違反したとき。

（埋骨後の使用権の放棄、取り消し）
第９条　①墓石建立後あるいは埋骨後に霊園の承諾を得て使用権を放棄あるいは第
　　　　 ８条により使用許可を取り消された場合、使用権者の費用と責任に於いて更
　　　　  地に復して下さい。
　　　　②前項の場合、墓地永代使用料及び管理料は返還いたしません。
　　　　③３ヶ月を経過しても更地に復されない場合、霊園にて移転合祀させて戴きま
　　　　 すが、その費用は使用権者の負担とし責任も使用権者に帰属いたします。
（墓石の建立）
第10条　①墓地永代使用許可証の交付後でないと墓石の建立あるいは埋骨は出来ません。
　　　　②霊園の尊厳維持と管理の必要上、霊園指定いずみ石材（株）以外では墓
　　　　 石の建立はできません。
　　　　③墓石その他工作物の改修又は現状を著しく変更しようとするときは事前に
　　　　 届け出て下さい。
　　　　④墓石の規定等に必要な制限を行う事があります。
　　　　⑤墓地の使用区画を明確にするため墓地使用を許可した日から１ヶ年以内に、
　　　　 巻石（境界石）の施工を完了させて下さい。
（埋骨等の手続き）
第11条　①埋骨または改葬の際には、事前に埋火葬許可証を提出し霊園の承諾を得
　　　　　て下さい。
　　　　②墓石代金を完納してなければ埋骨は出来ません。
（管理料）
第12条　①管理料は、事務費並びに園内の参道等共用部分の清掃・環境整備・お盆、
　　　　 お彼岸の無料送迎バスの運行費用、本霊園の運営管理に用する費用です。
　　　　 ご使用になる墓地内の清掃管理に用する費用は含まれておりません。また、
　　　　  墓碑建立が施工済みか否かは関係ありません。
　　　　②管理料は毎年、指定の期日迄に１ヶ年分を前納して戴きます。
　　　　③管理料は物価の変動等を勘案し改訂させて戴きます。
（園内の管理）
第13条　①園内の参道等の清掃、その他必要な管理は霊園が行います。
　　　　②使用区画内の清掃等は霊園では原則として行いません。
（墓地使用者の留意事項）
第14条　使用区画内の墓石その他工作物の転倒や、他人に迷惑を及ぼすおそれのあ
　　　　る場合は、自己の負担で至急修理して下さい。
（天災地変等）
第15条　天災地変等、霊園の責によらない墓地・墓石等の損傷については、使用権者
　　　   の負担とさせて戴きます。
（関係法令の遵守）　
第16条　使用権者はこの規定のほか墓地埋葬等に関する法律その他関係法令を遵
　　　　守して下さい。
（規定の改訂）　
第17条　本規定は事情の変更等により改訂させて戴きますのであらかじめご了承下さい。

京都霊園墓地使用規定

以上
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QA＆

◎ 

節
句
に
は
ど
ん
な

　
 

い
わ
れ
が
あ
り
ま
す
か
？

◎ 

お
祝
い
を
贈
ろ
う
と

　

 

思
い
ま
す
。

一
年
の
節
目
と
な
る
日
を
節
句
と
呼
び
、

本
来
は
邪
気
を
祓
う
行
事
を
行
う
日
で

し
た
。現
在
で
は
子
ど
も
の
健
や
か
な
成

長
を
願
う
日
と
し
て
、女
の
子
は
３
月
３

日
の
桃
の
節
句
、男
の
子
は
５
月
５
日
の

端
午
の
節
句
を
お
祝
い
し
ま
す
。特
に
生

ま
れ
て
初
め
て
迎
え
る
節
句
は「
初
節
句
」

と
し
て
、家
族
だ
け
で
な
く
親
戚
や
親
し

い
友
人
な
ど
も
贈
り
物
を
す
る
な
ど
し
て
、

お
祝
い
の
気
持
ち
を
伝
え
る
の
が
一
般
的

で
す
。

QAQA
し き た り初

節
句
の
知
識

女
の
子
は
ひ
な
人
形
、男
の
子
は
鯉
の
ぼ

り
や
兜
な
ど
を
飾
り
、お
祝
い
の
膳
を
囲

み
ま
す
。女
の
子
の
場
合
は
、母
親
の
実
家

か
ら
内
裏
雛
を
贈
る
し
き
た
り
が
古
く
か

ら
あ
り
、現
在
も
広
く
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、以
前
は
父
親
の
実
家
か
ら
は
祝
い

の
品
を
贈
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

最
近
で
は
孫
の
初
節
句
と
し
て
父
親
の
実

家
か
ら
も
贈
り
物
を
す
る
ケ
ー
ス
が
増
え

て
い
ま
す
。

◎ 

ど
ん
な
お
祝
い
を

　

 

す
る
の
で
す
か
？

初
節
句
に
お
祝
い
を
い
た
だ
い
た
方
を
招

い
て
小
宴
を
開
い
た
場
合
は
、特
に
品
物

な
ど
で
お
返
し
を
す
る
必
要
は
な
い
で

し
ょ
う
。
一
方
、小
宴
を
開
か
な
か
っ
た
場

合
や
、参
加
さ
れ
な
か
っ
た
方
に
は
、「
内

祝
い
」と
し
て
子
ど
も
の
名
前
で
品
物
を

送
る
の
が
一
般
的
で
す
。品
物
の
予
算
は

い
た
だ
い
た
額
の
２
分
の
１
〜
3
分
の
１

が
目
安
。女
の
子
は
３
月
中
、男
の
子
は
５

月
中
に
相
手
に
届
く
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◎ 

お
返
し
に
き
ま
り
は

　

 

あ
り
ま
す
か
？

ひ
な
人
形
や
五
月
人
形
、鯉
の
ぼ
り
な
ど

か
さ
ば
る
も
の
は
、住
宅
事
情
に
よ
っ
て
は

飾
れ
な
い
場
合
や
す
で
に
揃
っ
て
い
る
こ

と
も
あ
る
の
で
、相
手
先
に
必
ず
事
前
確

認
し
ま
し
ょ
う
。現
金
で
お
祝
い
を
贈
る

場
合
は
、親
族
な
ら
５
千
円
〜
１
万
円
程

度
、知
人
な
ら
３
千
円
〜
５
千
円
程
度
が

相
場
で
す
。表
書
き
は「
御
初
節
句
御
祝
」

「
御
祝
」「
祝
初
節
句
」な
ど
、紅
白
の
蝶
結

び
の
の
し
袋
に
入
れ
て
贈
り
ま
す
。
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　「
長
広
舌
を
ふ
る
う
」と
聞
い
て
ど
の
よ
う
な
印
象（
イ
メ
ー
ジ
）を
持
た
れ
る
で
し
ょ
う
か
？ 

さ

わ
や
か
な
弁
舌
を
思
い
浮
か
べ
る
方
は
、ほ
と
ん
ど
い
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。そ
れ
は
、周
り
の
雰
囲

気
を
考
え
ず
、得
て
勝
手
に
長
々
と
よ
ど
み
な
く
、し
ゃ
べ
り
続
け
る
代
名
詞
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
元
々
は
、仏
様
の
身
体
的
特
徴
と
し
て
三
十
二
個
の
相（
す
が
た
）（
＊
追
記
参
照
）の
一
つ
で

あ
る
、「
広
長
舌
相
」に
由
来
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

 

「
大
集
経
」と
い
う
お
経
に
よ
る
と
、仏
様
の
説
く
十
悪（
十
の
悪
い
行
い
と
心
）（
注
１
）の
う
ち
口
に
関
す
る
こ
と
と
し
て「
嘘
を
つ
く
」

「
二
枚
舌
を
使
う
」「
悪
口
を
言
う
」「
無
駄
口
を
言
う
」の
過
ち
を
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、広
く（
仏
様
は
）長
い
舌
を
得
た
と
あ
り
ま
す
。

ま
た
、「
大
智
度
論
」（
イ
ン
ド
、龍
樹
述
）の
説
明
に
よ
る
と
、仏
様
の
舌
は
広
く
て
長
く
、し
か
も
軟
ら
か
い
た
め
、そ
の
顔
を
覆
う
こ
と
が

注
１
）十
悪
：
口
の
四
悪
と
行
為
の
三
悪（
殺
生
、盗
み
な
ど
）心
の
三
悪（
欲
、怒
り
、恨
み
な
ど
）が
説
か
れ
て
い
ま
す
。

注
２
）お
経
で
は
、こ
の
順
番
で
方
角
が
出
て
き
ま
す
。日
本
の
よ
う
に
、東
西
南
北
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、イ
ン
ド
で
の
方
角

の
言
い
方
は
、こ
の
よ
う
に
言
う
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

＊
追
記
：
仏
様
の
三
十
二
相
の
中
に
は
、例
え
ば
、額
の
中
央
の
白
毫（
び
ゃ
く
ご
う
）は
長
い
毛
が
巻
い
た
珠
玉

状
と
な
っ
て
い
る
。「
手
足
の
指
の
間
に
膜
が
あ
り
水
掻
き
状
と
な
っ
て
い
る
」。と
か「
体
が
金
色
で
あ
る
」な

ど
の
記
述（
大
智
度
論
）が
あ
り
ま
す
。ま
た
、続
け
て
細
か
く
八
十
の
相（
す
が
た
）で
論
述
し
て
あ
り
、

そ
れ
を「
八
十
種
好
」と
い
い
ま
す
。仏
像
は
、「
三
十
二
相
八
十
種
好
」に
基
づ
い
て
制
作
さ
れ
て
い

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

で
き
る
、と
も
あ
り
ま
す
。

 

大
き
い
か
ら
立
派
で
あ
る
、と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、仏
様
の
説
く
言
葉
が
、広
く
長
い
舌
の
相
に
よ
っ
て
、生
き
と
し
生
け
る
者
、総
て
に

届
く
こ
と
を
願
っ
た
こ
と
と
し
て
、表
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。「
仏
説
阿
弥
陀
経
」に
は
、東
・
南
・
西
・
北
・
下
・
上（
注
２
）の
あ
ら
ゆ
る
方
角
の
世

界
に
無
数
の
仏
様
が
お
ら
れ
、お
の
お
の
広
長
の
舌
相
を
出
し
て
全
世
界
を
覆
い
、ま
こ
と
の
言
葉
で
説
法
し
て
お
ら
れ
る
、と
あ
り
ま
す
。

 

仏
様
で
語
る
相
と
、衆
生
で
あ
る
私
の
側
で
語
る
の
で
は
、意
味
が
、真
逆
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　                                                        
　
　
　
　
　
合
　
掌
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仏
教
用
語
の

基
礎
知
識

 
長
広
舌
（
ち
ょ
う
こ
う
ぜ
つ
）

vol.38

こ
う
ち
ょ
う
ぜ
っ
そ
う

だ
い
じ
っ
き
ょ
う

す
が
た

し
ゅ
じ
ょ
う
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年
忌
法
要

故
人
の
遺
徳
を
偲
ぶた

い  

や

五
十
回
忌

昭
和
四
十
一
年
亡

三
十
三
回
忌

昭
和
五
十
八
年
亡

昭
和
五
十
四
年
亡

二
十
三
回
忌

十
七
回
忌

平

成

十

一

年

亡

平

成

五

年

亡

十
三
回
忌

平

成

十

五

年

亡

七

回

忌

平
成
二
十
一
年
亡

三

回

忌

平
成
二
十
五
年
亡

一

周

忌

平
成
二
十
六
年
亡

平成二十七年【年忌表】

年
忌
法
要
を
営
む
年

　亡
く
な
っ
た
翌
年
の
命
日
が
一
周
忌
、
翌
々
年
が
三
回
忌
に
あ
た
り
、
以
後
、
年
忌
表
に

あ
る
よ
う
に
、
五
十
回
忌
ま
で
営
む
の
が
一
般
的
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
宗
教
・
宗

派
に
よ
り
異
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
不
明
な
点
な
ど
は
、
ご
縁
の
あ
る
寺
院
な
ど

に
お
尋
ね
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

年
忌
法
要
の
日
取
り

　法
要
は
故
人
の
命
日
、
あ
る
い
は
逮
夜
と
呼
ば
れ
る
、
命
日
の
前
日
に
営
む
の
が
一
般
的
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
最
近
で
は
参
列
者
の
都
合
な
ど
を
考
え
て
、
休
日
に
営
む
こ
と
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
場
合
、
命
日
よ
り
も
日
の
浅
い
日
（
早
い
日
）
を
選
ぶ
と
い
い
で
し
ょ
う
。

年
忌
法
要
の
招
待
者

　一
周
忌
は
親
戚
、
故
人
と
親
し
い
お
つ
き
あ
い
の
あ
っ
た
友
人
・
知
人
な
ど
を
お
招
き
し
、

三
回
忌
以
降
は
ご
遺
族
、
親
戚
だ
け
で
営
む
の
が
最
も
一
般
的
で
す
。
故
人
と
の
関
係
を
考

え
て
招
待
す
る
方
を
決
め
て
く
だ
さ
い
。
法
要
の
前
に
は
墓
や
仏
壇
を
忘
れ
ず
に
手
入
れ
し

た
い
も
の
で
す
。
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伝言板 N EWS
京都

霊園

どなた様でもお参り、
お焼香ができます。

■水子地蔵尊お供養日のお知らせ
　 3月22日（日） 午前11時より

■永代合祀供養塔合同法要のご案内
　 3月21日（土・祝） 午前11時より

お盆・お彼岸の期間は、下記の受付時間にて開園しております。

◎管理事務所受付時間  9:00～17:00
◎開門時間  7:00～18:00
◎無料送迎バス（大型シャトルバス）
　区  間 ／ 阪急桂駅西口～京都霊園
　始  発 ／ 午前8時15分（阪急桂駅・西口発）
　終  発 ／ 午後5時（霊園発）

●お彼岸の業務について
　 平成27年3月19日（木）は通常業務となります。

■2015年（平成27年）
　春のお彼岸行事のご案内

春のお彼岸
3月21日（土・祝）
　 22日（日）の2日間



乗 降 場 所
無 料 送 迎 バ ス 　 時 刻 表

阪急 桂駅 発車

阪急 桂駅 到着

1 2 3 4 5 6

　　京都霊園（管理事務所前）着
せんだん地区 前
岩切不動明王 前
るり・こはく地区 前
霊園折返し地点
ききょう・さくら地区 前
あやめ・はぎ地区 前
ホ・二地区 前
ハ・ロ地区 前
八角堂休憩所 前

　　京都霊園（管理事務所前）発車

9：00
9：22
9：24
9：25
9：26
9：29
9：30
9：31
9：32
9：33
9：35

10：10
10：12
10：13
10：14
10：17
10：18
10：19
10：20
10：21
10：23
10：26
10：48

10：55
11：17
11：19
11：20
11：21
11：24
11：25
11：26
11：27
11：28
11：30

12：05
12：07
12：08
12：09
12：12
12：13
12：14
12：15
12：16
12：18
12：21
12：43

12：50
13：12
13：14
13：15
13：16
13：19
13：20
13：21
13：22
13：23
13：25

14：00
14：02
14：03
14：04
14：07
14：08
14：09
14：10
14：11
14：13
14：16
14：38

霊
園
内  

停
車
場
所
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■京都霊園送迎バス 運行時刻表

無料送迎マイクロバス運行のお知らせ

京都霊園送迎バスは、下記の予定で阪急「桂」駅まで運行しております。

※但し、春秋のお彼岸、お盆の期間及び、年末と正月三が日は園内交通渋滞の為運休致します。
　また、冬季は積雪のため運休する場合もございます。

※この時刻表は、交通事情により多少変わる場合もございますので、ご了承ください。

※バスの乗車人数は28人乗りです。道路交通法により定員以上のご乗車はできませんので、
　満席の場合はご了承願います。なお、ご乗車できない場合にご利用された公共の路線バス
　運賃は、ご利用者の負担となります。

東口バス乗り場

セブンイレブン

N

■阪急桂駅東口
　バスのりば

阪急 桂駅

3番のりば

お盆・お彼岸の送迎バスとは
乗り場が異なりますので、ご注意ください。

梅田 河原町

京 都 霊園ホームページ
リニューアルのご案内

ホームページアドレス

または、　　　　　　　　　 で宗教法人 仏舎利苑 京都霊園をクリック

http://www.kyoto-reien.jp
検 索京都霊園

◎最新の情報をトップページに記載。例えば、
　お彼岸やお盆の無料送迎バスの運行日程
　や、冬季の降雪による霊園内車道の積雪情
　報などもご確認いただけます。

◎当冊子「やまびこ」をpdfファイルにて掲載。

「終活セミナー」を開催しました。「終活セミナー」を開催しました。「終活セミナー」を開催しました。

3月
1日（日）、7日（土）、8日（日）、14日（土）、15日（日）、28日（土）、29日（日）
お彼岸期間の3/21（土）、3/22（日）は桂駅・西口からのシャトルバス運行に変わります。
詳しくは、当号の20ページをご覧ください。

4月
2日（土）、3日（日・祝）、４日（月・祝）、5日（火・祝）、6日（水・祝）、9日（土）、
10日（日）、16日（土）、17日（日）、23日（土）、24日（日）、30日（土）、31日（日）5月

6月

7月 4日（土）、5日（日）、11日（土）、12日（日）、18日（土）、19日（日）、
20日（月・祝）、25日（土）、26日（日）

8月
1日（土）、2日（日）、8日（土）、9日（日）、16日（日）、22日（土）、23日（日）、
29日（土）、30日（日）
お盆は下記の日程で桂駅・西口からのシャトルバス運行に変わります。
8月13日（木）、14日（金）、15日（土）

4日（土）、5日（日）、11日（土）、12日（日）、18日（土）、19日（日）、
25日（土）、26日（日）、29日（水・祝）

6日（土）、7日（日）、13日（土）、14日（日）、20日（土）、21日（日）、
27日（土）、28日（日）

　平成26年11月24日（祝・月）、京都霊園本堂において第1回「終活セミ

ナー」を開催しました（無料）。

　「終活」とは、人生の締めくくりをよりよいものにするために、事前に準備を

行うことです。40名募集のところ、52名の参加をいただき、関心の高さがう

かがわれました。

　第1部は「法律の視点から、遺言等を中心に終活を考える」というテーマで、

田尻司法書士事務所の司法書士、行政書士の新川元貴先生のご講演をお願

いしました。生前の遺言書の作成や成年後見人のこと、残されたご遺族の相

続に関することなどについて、貴重なお話をお聞きすることができました。

　質疑応答に続く第2部では当苑僧侶が「後悔しないための葬儀や埋骨方法

の選択」というテーマで、現代の葬儀のあり方や葬儀会社とのおつき合いに

ついてお話させていただきました。また、セミナー終了後は苑内で紅葉を眺

めながら、お弁当とお茶で会食をお楽しみいただきました。

　第2回開催の際は、新聞やＨＰで告知・ご案内する予定でございます。


